
・窓から差し込む光を見て「三角！」「まる！」などと指をさす

・園内の装飾に太陽の光が当たり、床に色が反射していることに気が付く

・どんな色？

・どんな形？

・様々な形を用意することで、自由に組み合わせて形を作れるようにしていく

・陽の光が良く入る場所で行うことで、様々な角度から色を感じられるようにしていく

・自由な表現の中で、組み合わせてできた色や形を楽しんでもらいたい

・遊びの中で気が付いたこと、発見したことを友だちと共有することを楽しんでもらいたい

・４人程度のグループを作り、交代で行っていく

　＜環境構成の図＞ 　＜振り返り〉

・透かしたらどうなる？重ねたらどうなる？など子どもたちの行動から

　様々な疑問について自ら知ろうとしたり試したりする姿が見られ、

　その答えがわかった時にはどの子もとても良い表情を浮かべていた。

・今回の活動は色や形の理解が深まってきた3歳の子どもたちにとても

　適した内容だったようで長い時間探究の手が止まることがなかった。

　１度終わっても「もう１回やりたい」とカードをはがしてやり直す姿

　１度は置いたイロイロ眼鏡をもう１度手に取る姿から探究は行ったり

　来たり、進んだり戻ったりしながら進んでいくことが分かった。

【準備物】 ・活動の中で、子どもがフラっと外に目を向けた瞬間や探究心をくすぐ

・カラーセロファンで作った形カード(赤/青/黄) 　られている瞬間を見落とさないようにすること、常に子どもの疑問や

・クリアボードスタンド　　・ビニールシート(白) 　ワクワクする気持ちに共感し、それをできる環境を整えていくことで

・水 ・イロイロ眼鏡(赤/黄/青) 　探究活動はどこまでも広がっていくということを改めて感じた。

小グループを構成する

　　　　　　　　　　　　すくわくプログラム⑤
３歳児クラス　担任：大澤

実施日：令和６年１２月２３日

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

保育士の想い



よく陽が当たるネコの部屋にて、色がわかりやすいよう床には白いビニールシートを貼って活動を行った。

イロイロ眼鏡やカードを手に取ると、覗き込んだり透かして見たり…探究活動が自然と始まりました

「見てー！トンボのめがね！」

「赤色の世界！先生が赤になっちゃった！」

「Fは黄色！ねぇ、見てごらん！」

　　　

　　　　どんな色に見えるのかなぁ…？　　ここは…？　　ここは…？

　　　　その後も探究の手は止まらず、子どもたちはどんどん色々なものを覗き込みます

次第に子どもたちの興味はカードへと移り

好きな色、好きな形を手に取っては

透かして見たり…重ねて見たり…

★色と形とお日様★



すると…

Yちゃんがクリアボードに手を伸ばしました

水を出して貼れるようにすると

「うわぁ！くっついた！いっぱい貼ろう！」

と透明のキャンパスに色を付け始めました

重ならないように隙間を埋めていきます

どんどん　どんどん　貼っていきます

「赤にするー！これはりんご！」

「これはお家だよ！」

貼る手も、見立ての想像力も止まりません

水に付けていると…

カードが重なって色が変化することに

気が付いた子どもたち

「見て―！！紫になったよー！！」

「緑になったよ！先生おいで！見てごらん！」



クリアボードのスペースもなくなってきて

次第に色が重なり始めました

「あっ！ねぇねぇここにも緑あったよ！」

「丸と四角でこれはおせんべいだよ！」

　　　夢中になってカードを貼っているうちに

　　　Yちゃんは床に色が映っていることに興味を示しました

　　　「見てー！ここにも赤があるよー！」

　　　どこのカードの色だろう…？と探求が始まりました

　　　すると…

　　　その様子を隣で見ていたCちゃんは色を渡って歩き始めました

　　　「あかー！　今度はあおー！」　　　　　　「こっちはみどりー！」

　　　などとやっているうちに、発見は色から形へと繋がっていきました

　　　「さんかくー！おにぎりみたいじゃん！」　　　「これとこれはおんなじ！」



子どもたちの探究は様々な方向へと広がります

最初に使っていたイロイロ眼鏡を手に取り…

「これで見たらどうなるのかなぁ…？」

「紫になった！あっ…オレンジ！」

さらに広がっていき…

カードを持って廊下へと出ていきました

「お外は何色かなぁ…」

「あっ！先生が赤い！帽子が緑だ！」

「ここにも貼ろう！」

みるみるうちに廊下の窓はカードだらけに…

届かない所は今日だけ特別、机に乗って…

できた！　と振り返った子どもたちは

「見てー！なんか綺麗でお城みたい！」

床を見て目をキラキラさせていました



さらに　さらに…　園庭に出てからも探究活動は続きます

　

「緑になるよ！ほらね！」　　　　　　「あれ…　この青どこいった？」　　　　　　「オレンジにならない…もう１個貼ってみよう」

1人ひとりの探究　から次第に　友だちとの探求　へと変化していく場面も…

「ねぇ！ここに貼ってみようよ！」　　　　　　　　　　　　　「Ｉくんの赤ここにあったよ！」

発見したことを共有する姿も多く、探究の深まりと一緒に友だちとの会話や関わりも深まる活動でした


